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●廃棄素材の有効活用

環境改善に関わる活動

＜その１＞
樹木の切り株と廃棄木材を用いたベンチ
　昨年，校舎からくすのきホームへの通路脇にあったカイヅカイブキの木
を伐採し，残った切り株に教具を解体したときに出た木材を付け，ベンチを
製作しました。ベンチの後ろには，平成 20 年度に本校で教育実習を行った
学生が制作した壁画があります。プール使用時のくつの履き替えに使った
り，移動や運動途中の休憩に使ったりするなど，本校子どもたちの支援ツー
ルや憩いの場となっています。

＜その２＞
廃棄素材を用いた彩色ペン
　給食で飲んだ乳飲料のボトルを用いた彩色ペン。ボトルの中に脱脂綿を詰
め，水彩絵の具を吸わせる。ガーゼでボトルの口にふたをする。逆さまにする
と，ガーゼから水彩絵の具がしみ出てきて，彩色ペンとなります。
　手に汚れがつくことを嫌がる子ども，筆を使って絵の具を塗ることが難し
い子どもが，楽しく彩色するのに有効な教具です。
　塩化ビニル管を用いた彩色ペン。教具を解体したときに出た塩化ビニル管
を 30ｃｍほどの長さに切り，塩化ビニル管の先にスポンジをつける。スポン
ジに水彩絵の具をつけて，彩色する。一度絵の具をつけると，何度もつけ直す
必要がない。使用する絵の具の色の数だけ彩色ペンを用意することで，筆のよ
うに洗う必要が無くなる。クレヨンを使用する感覚で，水彩絵の具での彩色を
楽しむことができます。

愛知教育大学附属特別支援学校

教具を解体したときに出た木

カイヅカイブキの切り株

色の数だけ用意した彩色ペン

すべての花びらをぬり続ける子ども手の汚れを気にせず，楽しく彩色する子ども

乳飲料のボトル
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●GLOBE2008 活動報告

　附属高校では、2005年度に第6期グローブ校に指定されて以来、さまざまな環境測定を行ってきました。グローブと
は、全世界の幼児・児童・生徒・教師及び科学者が相互に協力しながら、全世界の環境意識の啓発、地球に関する科学的理
解の増進などを目的に、学校を基礎とした国際的な環境教育プログラムです。2008年度は、附属高校を中心とした
15Km四方をグローブ学習地域と設定し、地形や地質の自然環境や成立過程を大気、水環境、地形・地質情報により調査
しました。地域内には，名古屋市天白区・緑区，日進市，豊明市，大府市，東浦町，三好町，刈谷市，豊田市，知立市，安城市，
岡崎市の一部または全体が含まれ、地形は地質を反映しています。井ケ谷丘陵を構成する地層「三好層」は，70～80万年
前にこの地域を流れていた河川によって供給された堆積物でできており、校内で得られる三好層の堆積物の砂からは、約
1億年前を中心とした火山活動で形成された鉱物群に加え，日本列島の歴史より古いと考えられる特徴をもつジルコン
が見られます。チャート礫からは，1～2億年前のものと思われる放散虫化石が抽出されました。

図 4　三好層のチャート礫から見つかった放散虫化石（上）とフズリナ化石（下）

図１　グローブ学習地域の地形と水系

図３　河川の堆積物（境川（左）と逢妻女川（右））

図２　グローブ学習地域の地質

愛知教育大学附属高等学校
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●地域への環境貢献活動

社会貢献活動

　本学の教員は、地方自治体などが主催、運営する環境保全や環境活動を推進するための委員会等より委嘱され、幅広
く活動しています。2008年度には、家政教育講座　杉浦淳吉准教授が、刈谷市ごみ減量推進会議、刈谷市環境都市アク
ションプラン策定準備委員会などに参加しました。また、なごや環境大学実行委員会、岐阜県地球温暖化防止活動推進
センターや豊田市環境学習施設エコットでの研修会講師や学習教材実践活動により、地域における環境教育活動への支
援も行いました。

●カキツバタ群落保全のための多様性調査と遺伝子解析

生物多様性保全、遺伝子汚染

　愛教大と隣接している小堤西池は、カキツバタ　　　　　　　が群生していることで有名です。全国で有数の巨大群落と
いうこともあり、昭和13年に国の特別天然記念物として指定されています。地元住民ボランティア『小堤西池のカキツバタ
を守る会』が中心となって除草作業や水の管理を行ってきました。附属高校のサタデーボランティアスタッフたちも積極的
に参加してきました。
　近年、カキツバタの花の数が少なくなる、花のサイズが小さくなる等の現象が顕著に見られるようになっていました。予
測される原因として、群落の過密化、除草作業時の踏みつけ等による種子発芽の阻害、それらによる遺伝的な多様性の低
下が考えられました。そこで、カキツバタの生育環境の現状を科学的に把握するために、花の開花状況などの現地調査、種
子の散布、発芽状況などに加え、アロザイム酵素多型分析、DNA解析などの分子データを用いた遺伝的多様性の調査を
しました。
　解析の結果、種子からは13酵素25遺伝子座が得ら
れ、パッチ状になっている６つの群落は、区域によって遺
伝的多様性が異なることが示唆されました。さらに，解
析の結果，クロ－ン構造も明らかになりました。それは、
種子による集団の拡大を促す方法によって、一般に安定
状態といわれる生物多様性が大きくなる可能性を示して
います。2009年度はさらに詳細な調査を加え、その上で
群落の保全計画と最良の保全方法を、管理者である刈
谷市に提言していこうと考えています。

理科教育講座生物学領域　渡邊幹男

小堤西池のカキツバタ群落

遺伝子解析の実験（PCR解析の準備）

Iris laevigata
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　教職員が、安全で健康に働ける職場作りは、充実した教育・研究活動の基礎です。200８年度には、パソコン作業の安
全衛生、メンタルヘルス・生活習慣病・作業関連疾患に係る相談、有害物曝露低減、耐震工事中の安全衛生推進、他大学と
の連携などに学内関係者が協力して取り組みました。それらのうち3例を示します。

　200８年度の労働災害発生は、休業災害はなく、不休災害が3件でした。労働災害度数率は2.00、強度率は0で、2006
年度の0.84、0.0014、2007年度の0.77、0.0013と比べると度数率は上昇、強度率は低下でした。2008年度の全産業の
度数率は1.75、強度率は0.10で、同年の本学の度数率は、全産業を上回りましたので、労働災害防止対策強化を図ってい
ます。
　学生は労働者ではありませんが、授業や卒業研究で教員と共に有害物を扱うことがあるため、有害物取り扱いと健康に
関する調査をし、必要な健康保護措置を講じています。

写真１：教材準備室の不快臭の原因究明のためのカビの調査 写真２：熱中症予防のための測定

その他社会的取組

●労働安全衛生

１．研究室の不快臭：　複数の教員から健康影響の訴えがあり、室内外の揮発性有機物濃度、カビ濃度測定等を実施し、
  　原因究明には至らなかったものの、壁裏のカビ繁殖などを発見し、部屋の改装が実施されました。（写真１）

２．耐震工事中の安全衛生：　酷暑・寒冷期の安全な工事、粉じんや騒音の大学業務への影響の低減のために環境・健
　  康調査を行い、その結果を安全衛生に活かしていただきました。（写真2）

３．本学教育職員が責任者となって大学等環境安全協議会のプロジェクト「Web公開を前提とした教育研究機関にお
  　ける労働安全衛生改善事例の集約」を実施し、諸大学の好事例を、
　  URL:http://www.daikankyo-eng.org/wiki/index.phpに公開し、誰でも閲覧できるようにしました。この教
　  育職員の大学環境安全への貢献は多大で技術賞を受賞しました。

労働災害度数率＝百万延べ実労働時間当りの労災人数　　　  →　本学　2.00
労働災害強度率＝千延べ実労働時間当りの労災休業延べ日数　→　本学　0
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●人権及び雇用

　エレベータ設置等、学内施設バリアフリー化を進めました。また障害のある学生をボランティアによるノート
記録補助や授業中の手話通訳等によりサポートしています。
　人権侵害を学内からなくすためのハラスメント規程にもとづき、相談窓口を設けて、担当者が相談に応じて
います。ハラスメント防止委員会の審議対象となったケースは3件ありました。
　保健環境センターの精神科医による教員対象のメンタルヘルス勉強会を教室単位で25回、開催しました。

●地域の文化の尊重及び保護等

　多くの教職員が、地域の文化の尊重や環境保護の活動に貢献しました。例えば、刈谷市の商店街活性化の取り
組みに協力して、美術を学ぶ１年生31人が、年末・年始に刈谷駅前アクアモールに制作設置した「メルヘンの世界
を春夏秋冬であらわした」イルミネーションは、子どもや女性にも親しまれるような作品に仕上げられ、たいへん
好評でした。
　また大学の所在地の住民代表と定期的に協議する場を設けて、住民からの要望や意見を真摯に受けとめ、卒業
時の廃棄物の適正な処理を促す等の働きかけを行いました。

多目的トイレの設置（美・技・家棟） エレベータの設置（美・技・家棟）
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　本学は、環境関連以外の情報も、ホームページや大学の出版物等を通じて積極的に開示し、社会的コミュニケーション
を進めるようにしています。ホームページには、「学校教育支援データベース」や地域連携活動を公表しています。地域連
携については本学では、地域連携支援室を設けています。
　教育実践総合センターが作成した「学校教育支援データベース」は、幼稚園、保育園、小・中・高校、特別支援学校等に
対して、本学教員が支援できる専門領域、対象校種・教科等を公開しています。2008年3月更新のデータベースには、211
名の教員が登録しています。2008年度には授業研究指導や研修会等の講演を主に、幼稚園・保育園２件、小学校14件、
中学校３件、高校２件、教育委員会５件の利用がありました。
　また、生涯学習・文化・地域課題支援、情報発信・住民サービス支援、国際交流支援に関する地域連携事業として、
2008年度には計46件が実施されました。
　2008年度における法人文書の情報開示請求は１件でした。

●環境関連以外の情報開示及び社会的コミュニケーション

　11月8日には「第2回科学・ものづくりフェスタ＠愛教大」を開催し、参加者約1000名の方々には４１の科学やものづく
りのメニューから楽しさを体感していただきました。この企画は、1997年から始まった訪問科学実験教室プロジェクト、
理科離れ実相調査（1999～）、天文学講座＆天文観望会（2000～）、ブックレット事業（2000～）、ものづくり教室（技
術教育公開講座）（2001～）、数学合宿授業研究（2001～）、そして2004年度から始まった文科省による大学教育充実
のための特色GP、現代GP事業による成果を、広く社会に還元するための集大成として、2007年度より学生・教員・小中学
校の先生・企業・数学理科検定協会の方々等と協力して実施され、広い意味での交流の場が形成されました。
　記念講演では、これまで第41、43、49次の日本南極地域観測隊員として南極にでかけている理科教育講座戸田茂准教
授による「南極物語」、松田正久学長・理科教育講座伊東正人准教授による「南部・小林・益川は何をしたのか－やさしい
素粒子論－」がありました。
　2009年度からは、「科学・ものづくり教育推進のための拠点形成事業」へと引き継がれています。

●科学・ものづくりフェスタ＠愛教大

　法規に則り、学生、教職員、その他の大学関係者の個人情報を保護しています。

●個人情報保護

講座：シャー芯の錬金術師松田学長の「やさしい素粒子論」南極物語
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　温かき缶コーヒーを抱きて寝て覚めれば冷えしコーヒー啜る　　　公田耕一

　これは「朝日歌壇」に載った一首（『朝日新聞』09 年３月30日朝刊）。作者は、ホームレスのひとだということはわ
かっているが、連絡先は不明らしい。この歌に対する「返歌」が同日の紙面に載っていた。

　囚人の己れが〈（ホームレス）公田〉想いつつ食むHOTMEALを　　郷　隼人

　この作者は、事情があって今アメリカで服役している人らしい。両者の人生は重く、わたしなどが軽々に批評でき
る立場にはない。では、なぜこの二首を取り上げたのか。
　その理由は三点ある。一つには、「缶コーヒー」も、「HOTMEAL」も、それぞれを食する主体の生活にとって、ある
意味を持った消費財であること。二つめに、「啜る」や「食む（はむ、と読む。食う、と同じ意味）」という当たり前の行
為が、実は、一瞬の、ある凝縮された行為であることに気づかされること。三つめに、「缶コーヒー」は、単なる金属物
体ではなく、たとえば温かい状態から冷めるまでの間を過ごした主体の生活財となりえるのだということ。
　本学のキャンパスでは、通路の茂みに缶などが投げ捨てられていることは、最近かなり減ってきたが、まだ改善さ
れつくしたとはいえない。廊下には分別用ボックスがあるのに、いまだに机の中に空き缶や空のペットボトルが入っ
ていることがある。公田氏と単純に比べるつもりはないが、同じ缶コーヒーが、ある人にとっては去来する想い出を
かみしめる間抱き続けている大事なツールである。これに対して、ある人にとっては、単なる金属製の器である。こ
のように、それぞれの消費財は、それをつかう（消費する）主体によって生活にとっての意味付与に転じる可能性を
秘めている。　　　　
　缶コーヒーなどの缶飲料、お茶等のペットボトル飲料、そしてタバコ。いずれも、そのひとときの意味を付与された
（される）消費財ではないか。それを消費後に、ポイとその場に捨てる、あるいは机の中に放り込むのは、あなたに
とってのタイム、あるいはあなたが付与した意味の断片をそうやって捨てているに等しい。食しているあなたの行
為が無機的に抹消されてはいないだろうか。この混迷の時代にあって、「啜る」ことや「食む」ことの主体自身をもっ
とていねいに取り戻すときではないか。公田氏のように「抱く」ほどではないにしても、自分の日常のなかにあって、
消費財の扱い方を今一度、見直してみよう。ましてや、一本の「缶コーヒー」が販売されるまでに、どれほどの労働力
が投下され、また搾取されていることか。それを、消費する者がただむやみにそこらに捨てて良いのか。生活の主体
によって消費されたのならそれにふさわしい片付き場所があるはずだ。
　CO２削減の問題も、このような視点から見てはどうだろうか。あなたと車との心理的・物理的な相互作用が生み
出した物質（窒素や二酸化炭素）が排ガスとして大気に出されている。その相互作用は、あなたしだいで十分にコン
トロールできるものなのだ。あなたがアクセルを踏み、ハンドルを回しているその瞬間に、あなたの車の走行した距
離に応じて確実に排ガスが累積して周辺の環境に影響を与えている。家電による CO２の排出も本質的には同じで
ある。仮に個々にとっては少量ではあっても、ひとつの機関で累積すれば、環境に対する大きな影響をもつ。
　集団や機関としての行動は、資源および消費財を巻き込み、これをプラスにかマイナスにか機能させている。その
日常的な関係性からも世界と自分とのかかわりを認知できる愛教大の構成員でありたい。主体の現状は確かに環
境と教育が生み出すものであるが、その環境を変えるのも、さまざまなつながりによる生活主体自身である。
　本報告書に記載されている2008 年度実績のデータやさまざまな環境問題の取り組み例を読むとき、頭の隅に
そのことを思い起こしていただけると幸いである。

むすび
～環境報告書 2009 によせて～

総務担当理事　折出　健二
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